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研究成果の概要（和文）：　本研究は、近代ロシアの市民社会形成期における新たな精神文化の確立のプロセス
を、書簡、旅行記、回想等を含む広義の文学作品に刻まれた｢時間｣の表象を考察することによって明らかにしよ
うとするものである。
　このような目的のもと、研究期間の前半では、18世紀末～19世紀初頭のセンチメンタル小説を中心とするロシ
アの文学作品における主人公の行動の特徴を分析した。また後半においては旅の文化に注目し、18世紀後半に広
がりを見せた西欧・ロシア間の旅について時間の経緯、経路、目的を取り上げ、異文化圏の間を移動するという
18世紀人の体験を時間との関わりにおいても考察した。

研究成果の概要（英文）：This study is to clarify the process of establishing a new spiritual culture
 in the modern Russian society by examining the representation of "time" inscribed in a broad range 
of literary works including letters, travel journals, memories etc.
 During the term of the project, in the first half of the research period, we analyzed the 
characteristics of the protagonist's behavior in Russian literary works from the end of the 18th 
century to the beginning of the 19th century,especially in sentimental novels.In the second half, we
 focused on the culture of travel and took the 18th century's travel between Western Europe and 
Russia that showed spread in the late 18th century, covering time, routes, and objectives of the 
trip.  Through the researches mentioned above, we also discussed about the the role of "time" in the
 developing process of modern Russian culture.

研究分野：ロシア文学　ロシア文化

キーワード： ロシア　ヨーロッパ　センチメンタリズム　旅　カラムジン　ディドロ　カサノヴァ　エミン
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　従来のロシア研究では、｢時間｣は皇帝の日課や教会の儀礼等の調査の中で断片的に言及されるに留まっていた
が、本課題の目的はこうした物理的「時間」についての調査ではなく、｢時間｣を表現する方法の中に現れた18世
紀人の世界観と美意識を明らかにしようとしたもので、この点に発想の新しさがあった。
　本研究はヨーロッパの他の文化圏との関係の中で近代ロシア社会の精神文化を明らかにするもので、比較文化
研究としての意義を持つ。また、近代ロシアの精神文化の特徴を明らかにする試みは、同時に近代ロシア文学形
成の歴史を明らかにする作業と表裏の関係であり、歴史研究と文学研究の相互補完的な作業のモデルケースであ
ったと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 

 近代ロシア社会の形成は従来、歴史分野での研究課題と見なされることが多く、これまでに
史資料を用いて、組織、制度や物理的環境の調査が試みられてきた。その一方で、そうした作
業では看過されてしまう領域、特に｢精神文化｣についての研究は進展しているとは言いがたい。
しかし、近代ロシア社会の実像に迫るためには当時の精神文化の特徴を明らかにすることがぜ
ひとも必要である。本研究では、当時の世界観や美意識を計る指標としての｢時間｣に着目し、｢時
間｣がどのように経験され、また表現されてきたかを明らかにする。その際に、「体験された時
間」は既に失われている点を踏まえ、ここでは「表現された時間」、文章化された｢時間｣を扱う。
｢時間｣の文章化、様式化は 18 世紀人の嗜好と評価を映し出しており、当時の社会的心性を示
すものと言えるだろう。本課題は文学作品を考察対象とするが、必ずや歴史研究を補完する役
割も果たすであろう。 

 本課題申請者のこれまでの研究との関係に関して言えば、近代ロシア文学成立のプロセスへ
の強い関心のもと、平成 15～17 年度科研補助金「近代ロシア文学の誕生とパトロンたちの文
化史」、平成 19～21 年度科研補助金「手紙の文化に見る近代ロシア文学の成立過程」、平成 23

～25 年度科研補助金｢近代ロシア文学の成立にみる記号としてのヨーロッパの｢風景｣｣等によ
る研究では、日本における 18 世紀末から 19 世紀初頭のロシア文学の研究の前進に微力ながら
貢献することができた。 

 しかし、これらの研究で得た成果は近代ロシア文学成立の経緯を理解する一助とはなったが、
他方で、先行する 18 世紀前半の時代についての展望を獲得できなかった点、テクストを生み
出した 18 世紀ロシア社会のメカニズムに踏み込むには限界があった点など、いくつか解決で
きない問題も残ることになった。これらの問題を解決するための手がかりを求める過程で、文
学作品の中で｢時間｣がどのように演出され、文学の方法としてどのように用いられているかを
探ることで、この課題を達成できるのではないかとの見通しをもった。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究は、近代ロシア社会の形成期（18 世紀～19 世紀初頭）における精神文化確立のプロ
セスを、書簡や旅行記を含む広義の文学的著作に刻まれた｢時間｣の表象を考察することによっ
て明らかにしようとするものである。 

 研究の出発点としては、18 世紀初めのピョートル一世の政策によって大量に移入された西欧
の文化がその後のロシアの社会生活に｢時間｣認識の大幅な変革をもたらし、それが新たな精神
文化の形成に多大な影響を与えたとの認識がある。この変革はさまざまな表現媒体の中に痕跡
を探ることが可能であるが、本研究では文学作品を対象とし、ロシアにおいて｢時間｣がどのよ
うに表象され様式化されたかを、その変化や西欧との差異にも注目しつつ考察する。 

 なお、文学作品の中に表現された｢時間｣は現実の時間ではないが、むしろ物理的な「時間」
の様式化、虚構化にこそ近代ロシアの精神文化の特徴を確認することができると考えられ、そ
れが本研究の狙いでもある。 

 

 

３．研究の方法 

 

 本研究は文学的著作の中に登場する｢時間｣の表象の考察を通して、近代ロシアの精神文化が
形成される過程を明らかにするものである。実施内容としては、まず、17、18 世紀ヨーロッパ
における「時間」の認識を理解した上で、次に、18 世紀の文学作品の中で｢時間｣がどのように
表現されているかを調査し、当時のロシア社会の時間概念や「時間」をめぐる関心と嗜好が 18

世紀を通してどのように変化したかを明らかにする。また、18 世紀から 19 世紀初頭ロシア社
会に大きな影響を与えた中・西欧諸地域、特にイギリス、フランス、ドイツにおける｢時間｣の
議論および「時間」の表現を並行して調査し、ロシアの場合との比較考察を行う。 

 (1) まず、18 世紀から 19 世紀初頭ロシアにおける時間認識の枠組みを理解する。18 世紀ロ
シアではこの分野の研究の歴史が浅かったため、｢時間｣についての思索と理論化で既に長い歴
史をもつ西欧の研究成果を踏まえる必要がある。研究分担者の専門領域を考慮し、特にフラン
ス思想における時間論、時間認識についての考察を行い、併せてフランス文学における「時間」
の表象を明らかにし、ロシアでの時間認識の考察に反映させる。 

 (2) 18 世紀初頭、ピョートル一世の治世から 18 世紀末、エカテリーナ二世の時代まで、ドイ
ツはロシアへ学問を移入する主な経路であった。18 世紀ドイツ文学に現れた｢時間｣の表象を明
らかにし、ロシアへのそれらの影響を調査する。 

 (3) 17 世紀末にイギリスから始まったとされるグランド・ツアーを契機に、18 世紀に広くヨ
ーロッパに普及した旅の文化について考察する。「旅」の時間感覚は文学における「時間」の表
現を考察する上で有効な手がかりとなるものと考えられる。 

 (4) 研究協力者のロシア科学アカデミー・ロシア文学研究所 18 世紀部門主任、N.D.コチェト
コーワ博士 Н.Д.Кочетковаの協力のもと、ロシア 18 世紀の文学と社会についての最新の研究



成果を入手する。その他、隣接領域の複数の専門家、特に 18 世紀ロシア研究者にも協力を得、
本課題の達成を実現する。 

 
 
４．研究成果 
 
①本研究の成果は文学領域の専門家に限定することなく、18 世紀ロシア研究会等を通して、歴
史分野の研究者と情報を共有した。その協力の集成として、2016 年に『18 世紀ロシア文学の諸
相 ロシアと西欧、伝統と革新』を出版し、論文に加えて、序文等で 18 世紀ロシア文学、文化
に就いての解説を行った。 
 
②ロシア科学アカデミー18 世紀部門主任のコチェトコーワ博士（Н.Д.Кочеткова）から 18 世紀
ロシア研究の現状についての情報を得、また、コチェトコーワ博士の 18 世紀ロシア研究の歴史
と現在に関する論文を翻訳し、『18 世紀ロシア文学の諸相』に収録した。 
 
③日本 18 世紀ロシア研究会の運営に参加し、研究誌の発行に協力した。本研究会は日本におけ
る 18 世紀ロシア研究の基盤とも言うべき組織である。また、日本トルストイ協会を運営し、18
世紀と思想的に深い繋がりのあるレフ・トルストイの著作の解釈の発展に貢献した。 
 
④東京大学スラヴ研究室誌 SLAVISTIKA31 号に「18 世研究 ロシアと西欧」という課題を設定
し、研究分担者と共に本研究の成果の一部を発表した。掲載論文においては、18 世紀ロシア文
学の考察をもとに、19 世紀前半の作品も視野に入れて、近代ロシアの社会的心性の変遷がロシ
ア文学の中にどのように反映されているかを明らかにした。 
 
⑤国際ドストエフキー学会（IDS）において本研究の成果の一部を発表した。ドストエフスキー
の文学的手法の中に 18 世紀の世界観、美意識の伝統に遡及できる要素があることを指摘し、同
時に両者は特に「時間」についての理解、｢時間｣の演出の点で相違していることを明らかにし
た。これは近代ロシア文学における｢時間｣の表象の変遷に関する更なる追究の契機となるもの
であった。 
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